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脅
木
和
子

厘
月
Ｚ
巳
働
、
市
民
会
儲
列
号
蟹
了

開
催
十
、
机
ま
し
吟
主
催
は
施
夕
市
立

図
害
俸
。

講
師
の
梅
鶴
譽
撞
ざ
ん
（
中
央
大
学

職
員
、
都
留
文
化
大
学
非
常
勤
講
師
）

は
、
大
学
図
書
館
や
小
宝
局
絞
孝
と
で
．

長
年
に
わ
た
１
情
報
リ
テ
ー
フ
ン
ー
（
様

様
年
子
殿
で
得
に
情
報
を
主
体
的
に
活

用
す
る
能
力
）
叡
育
雁
携
わ
る
傍
ら
、

Ⅷ

講
演
会

世
界
の
図
書
儲
を
旅
’
て

Ｉ
市
民
の
知
と
学
欝
未
来
像
、
くて」

ー

案
１
情
報
リ
テ
ラ
、
シ
ー
膜
つ
い
Ｚ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
上
等
脾
便
、
フ
た

め
に
は
‐
図
喜
怖
の
役
割
は
、
大
罰
、
い
。

圧
倒
的
考
忽
数
〆
言
う
了
い
る
こ
と
は
．

信
じ
易
糾
、
匿
鮨
の
惰
報
施
徽
の
危

険
性
を
知
る
べ
寺
、
臆
。
資
料
と
し
て

引
用
す
る
に
値
す
る
吾
荏
あ
る
惰
鞭

を
得
る
に
は
、
公
笑
四
書
儲
啄
ど
ず

契
約
し
て
い
る
有
料
帯
ｌ
タ
ベ
ー
ス

＃
ど
の
鷲
式
サ
イ
ト
を
見
る
ｚ
墜

出
主
へ
紙
ぱ
、
￥
ｌ
の
固
の
営
口
塞
醒
で
総
竺
廉

す
る
。
調
寅
〕
と
仇
プ
ロ
で
あ
る
図

害
俺
司
書
の
力
を
借
ｊ
る
。

様
之
７
疑
問
便
図
害
能
で
②
自

由
亭
夢
〆
で
鰹
隈
の
知
仇
世
界
ｆ
旅

す
る
事
が
ら
理
癖
停
近
す
ぐ
。

近
所
の
図
零
徳
涜
吋
で
は
毎
く
日

本
孝
か
り
本
を
探
す
に
は
、
今
画
”

MI%

I
／ｸ侯

『

卒/6
,-ﾝデーンーラー今ン

ヂ
と
捲
漉
翫
袴
腸
舗
で
き
、
ろ
可
カ
ー
〃
ノ
レ
レ
と

一
日
『

し
、
フ
イ
ヘ
ー
ウ
ノ
ー
寺
イ
ッ
ト
ー
・
サ
ー
ピ
穴
か

１
今
あ
う
今
〈
ロ
。

次
に
世
界
各
地
の
図
書
擁
が
詔
介
さ

爪
ま
し
た
。

配
布
子
へ
飢
作
レ
ジ
ュ
メ
の
内
蓉
嘩

可
の
異
ン
プ
ト
鍋
（
新
了
し
キ
サ
ン
ド

リ
ア
図
書
億
）
、
②
北
欧
鋪
（
ヂ
ン
々

１
７
、
ノ
レ
ウ
エ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
二
③
尤
米
鏑
ヘ
マ
メ
リ
カ
、
力
丁
グ
）
し

で
し
た
が
、
梅
澤
さ
ん
が
最
如
に
予
想

十
、
仏
仁
通
う
、
彌
俗
啄
抹
、
ら
の
と
④
身

で
で
鵠
了
と
な
う
＄
し
だ
ゞ

若
い
方
ら
し
い
行
勧
力
と
感
椎
《
そ

し
て
注
ぐ
う
え
の
映
像
と
誌
術
旗
引
弓
ゞ

込
ま
い
、
と
て
も
楽
し
い
世
界
各
地
の

図
書
鯵
の
旅
を
堪
能
可
そ
て
頂
き
ｆ
ｆ

叺
エ
の
図
薯
髄
の
蔵
書
と
餐
幽
し
状
況

閲
譽
俺
の
使
命
は
、
論
の
世
代
？
ラ

受
け
継
矛
、
後
の
世
代
仁
訂
卑
雄
ぐ
と

１

い
う
息
禄
蒲
の
錐
承
」
で
あ
る
。
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検
街
す
る
と

・
台
湾
の
九
价
（
映
画
の
ヒ
ク
ト
で

観
光
蓉
に
人
気
の
場
所
と
Ⅵ
、
う
）

・
涛
鳥
県
の
四
方
温
泉
滅
鮪

→
・
四
国
の
遁
緩
遇
粟

Ｏ
周
累
の
雅
撤
園

こ
い
今
仇
事
柄
が
出
て
釆
緊
す
．
、
』

里
学
が
問
題
で
あ
る
と
氏
は
倉
う
。
実

漂
咋
私
も
検
爵
し
て
み
て
、
「
ぞ
ろ
ほ

ど
州
て
い
る
７
．
」
と
思
う
て
し
Ｊ
７
亀

宮
崎
験
監
督
陣
直
涛
イ
、
５
ど
。
－
し

鎌
穐
容
子

司
今
の
世
は
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
だ

、

ら
け
で
す
」
と
Ⅵ
う
話
か
ム
梅
琴
氏
の

講
演
侭
は
始
ま
り
ま
し
在
．

例
え
ば
「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」
と

い
‘
７
狭
画
例
舞
台
と
琴
る
場
所
脚
～
ど

、
、
で
し
よ
、
ワ
？
，
と
い
う
閥
い
侯
一
般

仇
人
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
稔
婿
す
う

で
し
卜
今
、
フ
。

－

梅
澤
害
勇
氏
の
講
演
を
沸
い
て

自
分
の
足
元
を
キ
、
吟
つ
と
見
分
け
私

真
礎
は
何
か
と
判
断
す
る
力
を
蔚
應

つ
け
る
ご
と
が
、
こ
の
鴫
代
、
大
切

に
可
う
て
し
ろ
と
Ⅵ
、
７
．

１

世
輿
坐
丁
の
図
書
俺
を
見
Ｉ
禾
庭
梅

澤
殿
話
し
は
、
予
定
の
牽
令
で
時

閣
夘
仇
と
紫
１
ま
し
侭
．
ｆ
痕
手
涜

み
ん
矛
鐘
一
宮
っ
て
い
る
か
旦
命
本

当
Ｌ
辱
の
が
牢
？
②
イ
ン
タ
ー
、
不
勺
卜

猿
吟
癩
應
よ
る
も
の
は
、
蓼
Ｊ
更
で
辱
い

か
も
し
ｍ
な
い
。
正
し
い
情
報
を
学

ん
で
得
る
産
め
信
図
書
儲
を
利
用

し
王
し
よ
う
。
図
書
儲
で
仇
自
由
苧

岸
溌
で
』
姪
限
の
世
界
を
流
し
て
み

よ
、
７
と
梅
澤
氏
は
話
す
℃

調
べ
『
』
と
⑦
プ
ロ
で
あ
る
司
書
の

力
を
借
う
て
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
活
用

し
、
号
く
の
資
料
と
情
報
の
中
で
、

た
記
録
に
よ
る
と
、
近
所
の
司
江
戸

涯
て
も
の
園
Ｌ
〆
を
デ
レ
に
？
て

Ｖ
る
ぞ
、
臥
脹
，

閉
孑
ｆ
い
と
思
い
ま
す
例
で
、
来
年
崖

で
も
、
再
脈
後
半
の
話
し
を
開
き
陣
い

亀

も
Ｑ
で
す
。

☆
畳
界
の
図
童
屋
を
知
る
し

関
逹
資
料
リ
ス
ト

ー
未
来
を
つ
く
る
図
書
館

管
港
明
子
薯
・
鐺
波
書
店

画
害
槌
の
興
亡

マ
、
ン
１
－
．
パ
ト
レ
芝
個
枯
十
恩
１
詮

世
界
典
等
の
図
喜
儲
訓

㈱
工
今
ノ
ス
ナ
し
ヴ
ジ

老
旧
化
箪
考
し
い
千
葉
県
立
中
央
阿

書
憐
の
運
て
暦
え
を
含
め
、
轟
将
図
塞

死
ぬ
ま
で
県
何
丸
く
握
い
界
‐
の

ゼ
面
窒
蚤
館

？

｜

士
菓
県
立
図
書
俵
の
今
後
は
？
．

弦
令
出
版
狂

奉
有
本
和
子



糾
齢
~蝉

砿
戸
詩
‘
､i
sW
+F
.､
''
一
f聯

酎
鋼
闘
洲
丙
副
対
､唾

峨
亨
剛
測
計

§
剃
銚
誌
"篭

一 眼
Ｄ

繍

》 》 》 》 蝋ゞ

s、
､賛

う
s5
『
↑
狭
誌
両

訓
噛
珊
図
慰
熱
斜
辮
識
附
く

毯
附
蓄
鍛
.謎

談
一
八
坐
、
rt
粋
恒
画

鄭
黄
,涼

S蔀
蛾
勤
へ
琴
､『

･含
割
声

ン
噸
鞠
鍛
鋼
彗
蕊

（ 山 ）

｜
・
獄
《
-諸

>職
ff
ラ
バ
'ﾍ
j罰

!､
例
隷
泣

Q,
"~
､j
"s
ド
齢
卜
《
認
貴
べ
《
,信

溌
刈
澱

恥
'へ

'辰
雪
罫
八
《
ツ
ホ
↓
計
堺
堂
辨
g四

二
．
両
,恥

｡勤
嫡
黙
諒
ｱ騒

画
塁
西
二

,中
蒋
鋤
圃
剴
呵
両
趣
団
詞
四
二
,対

増
一
八
､l
､J
-f
鈴
喜
璽
怖
竪
｡c
ﾗｮ
ﾆ

ご 垂 当 淋 一 『 測

伝 ざ 癖 べ 床

鯲 嫡 箙 も

蝋
-毬

噌
聾
…
S画

旦
画
き
。

珍
識
輔
熟
鱗

拳
魁
蕊
隷
>糊

･･
･3
画
涼
ｺﾄ
'蝋

§
．
③
｡単

璽
腫
二
,登

國
-k
l函

-.
。

J"
州
一
ﾊ､
4J
…
悩
郵
葵
､､

黄
…
霊
四
脚
二
・
題
画
塙
t型

)o
9o

．
了
(-
-雑

責
'*
燕
翌
沈

･ﾐ
t識

珍
弾
､-
)'
'r
sx
,球

浜
函
｡、

I
’
盟
勘
蜘
鞘
朕
徳
一
計
へ
v黄

SU
Tr
織
鐘
ふ
き
函
祁
3壁

喜
霊
～
」

'約
噸
妻
潟
輔
幾

3劃
'寺

肩
計
矧
捕
●
･紳

榊
､ぐ

ｻｰ
パ
､冬

1
－
1
へ
動
＜
~
二
判
夏
s
－
g
x
団
二
四
一

輪
蝋

【
､f
w2
獅
一
雨
爺
苛
万
一
恥
､職

…
声
',
罫
沙

郷
粉
鋤
饗
掘
繩
+
,
べ
こ
J
洞
T
弐
一

獄
3戸

"s
寄
珊
固
付
殖
｣献

調
護
耐
〈
－
回
む
gl
-望

喜
奮
《
入
，

儲
薗
)毒

剛
M園

鞘
測
‐
(引

当
=n
-

》 一

席 一 期 吋

調 当 吋 労

累 一 議 →

小 胴 亀
画

一
〃

〃 泳 ぐ ｝

憐 〆 小

率
州 《 》

椥 卦 風 苅

０ 。

畿
珍
難
s
偶
圏
一
へ
畑
怜

鞘 織〃 ○ Ｊ
蜘 芦

蠅 蕊 軒
浄 〃熱

い 総 額庁 型
ａ － ４ Ｊ － Ｊ 師 γ

棚 ハ 瀬小 鞘

べ ジ ノ

侭 鯏
糊代 ぷふ

哩 斗 両ぺ

。
叫
恭
一
湿

議
群
,N
)J
重
悪謝濁 吋 壬

ぐ 一 画

叫 馴
グ ー 刷

群 迦
認 穐

一
守 恥

麺 毒
ｒノ斗恥

鍬
I'
,m
V'
--
1八

'(
い
-~
1無

珍
か
，
ブ
両

■
一
一



f

（4）

〃海釧図暮館整偽墹撫孝塑
上

（---略---）

I 寝間-匁にiラマ即ぐ兼ﾊﾏ刺fし穴獅舜立鴎館,整備I關胤?体、
素鯨しいか(砦'ヰ号審鋳ん熟wr落識肱経て_ 汁｡ﾕ溥州7x涛鵬瀧

整朧噸｣が綴薯燗し辰。長矛磁倦偲脈伽卿?称ﾐﾋを､ ,心｡､鳩ir,､l/く
開,？卿河。

＃に脇飾馳舛ブxｿ秀診｣1<LIするr鮒処穏､>ﾉﾆｿ整獺基本構患｣職,梨向け7列
割撚､並び↓で脈施設角編溺篇裁総｣1てょ-幅駒xｱ蒲ブ契順遜推間諜｣‘て
脚γて'輪議ｾｲ擁“？鎌、そ公､〃側鴎穂が頬斥雌f拷アマ忽み必ず肌ﾏ､ﾊぅ

ユ脱淑1で峰し<路､』､靴

好,繩？跡撫惚鍵設綴計穆獅碗鞆ハイ擁t轆蛎淵7》ぜ)/ﾗ豊治J/Lゞ､ク

蝋静識職蕊話觜撫縦蛎鰯聯榊解舘
整備蝿｣に州沸●,唱痛ﾘ崎龍像t鋤奴瀕たく鰯ぃ恥逗'f､河，

81

島

撤織威課透陽しz鰯協ｿ灘致し河。
記

濟が夙溌龍畿内!<惚謝徽鯏上し？關髄予定,図鋪八繍過正"職冒嘘を
{獺し､致し河．

、縦沈と､椴化砺鋤｜で､職の背伽迄)'<1勤卯喋斥膨人赫赫!<窮帥？
下乏U､。

虜か課題を更診息弗｢zめ練孑恥逮勾挙『うし<J溺､､致し河，

おーい図争館

"瀧蕎i<嘉子

垂ニーーーー劃 口 三一ニーーー


